
都道府県名　福岡県 変更：令和6年8月30日

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること
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86.5%

276 344 0.802 508千円/10a

柳川市
農業再生
協議会

2 柳川市

ナス、ア
スパラガ
ス、トマ

ト

低コスト耐候性ハ
ウス及び、集出荷
貯蔵施設を整備

し、作付面積の拡
大、、収量向上に
より産地の拡大を

図る。

販売額の10%
以上の増加

H30 1,601,822千円 33.39 ha 4,478 t

ナス
334

アスパラ
1,056
トマト
256

円
/
kg

29.4%

0.0%

大刀洗町
地域水田
農業推進
協議会

R5 885,988千円 41.5 ha 2,954 t 300
円
/
kg

R5 620,286千円 39.8 ha2

令和５年７月の豪雨災害
による作付面積の減少が
目標未達の原因である。
関係機関と連携し、生産
技術指導に加え、規模拡
大や新規就農者確保に向
けた支援を行う。

軟弱野菜
（水菜、小
松菜、ホウ
レンソウ、
ネギ、サラ
ダ菜等）

施設野菜産地の形
成の推進
①施設野菜の経営
拡大の取組
②遮光ネットの導入
による周年・計画生
産の取組を推進する
ことにより、販売額
10％以上の増加を実
現する。

t 2,079

2,703

163.7%

出荷・販売データ
により検証
【価格補正根拠】
福岡市中央卸売市
場　軟弱野菜取引
価格実績

小松菜
290
水菜
397

ホウレン
ソウ
474

チンゲン
菜
334

小松菜
157,829千円

水菜
303,756千円
ホウレンソウ
168,993千円
チンゲン菜
333,681千円

円
/
kg

JAの生産、販売実
績より検証
【価格補正根拠】
福岡市中央卸売市
場　菊取引価格実
績

新型コロナウイルス感染
症の影響はあったが、低
コスト耐候性ハウス及び
遮光ネットの導入による
周年・計画生産の取組に
より、目標を達成した。
今後も更なる技術向上等
を行い、販売額増に努め
る。

出荷・販売データ
により検証
【価格補正根拠】
福岡市中央卸売市
場　軟弱野菜取引
価格実績

小松菜
319
水菜
473

ホウレンソ
ウ
474

チンゲン菜
350

261.0%

面積及び単価は目標値を
下回ったが、出荷量及び
販売額は増加目標を達成
できた。
今後も目標達成できるよ
う、更なる技術向上等に
努めていく。
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25.3 ha

ha 12,019 t 306305
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みやま
市・大
牟田市

柑橘

集出荷貯蔵施設の
整備により、収益
力を向上できる園
芸産地の形成を推
進

270

R53,662,654千円

217

652,158千円

出荷・販売データ
により検証
【価格補正根拠】
福岡市中央卸売市
場　軟弱野菜取引
価格実績

-162.6%

肥料高騰や大雨による影
響により出荷量が減少し
たため、販売額が伸びず
農業所得が減少し、目標
が達成できなかった。
災害等がなければ、来年
度は出荷量は増加する見
込みであり、関係機関と
連携し目標達成をめざ
す。

小松菜
319
水菜
473

ホウレンソ
ウ
474
ねぎ
792

サラダ菜
546

小松菜
290
水菜
397

ホウレン
ソウ
474
ねぎ
908

サラダ菜
660

小松菜
1.100
水菜
1.191

ホウレン
ソウ
1.000
ねぎ
0.872

サラダ菜
0.827

小松菜
131,123千円

水菜
254,320千円
ホウレンソウ
129,837千円

ねぎ
123,025千円
サラダ菜

13,853千円

小松菜
1.100
水菜
1.191

ホウレン
ソウ
1.000

チンゲン
菜

1.048

3,900,470千円

JAの生産、販売実
績より検証
【価格補正根拠】
福岡市中央卸売市
場　かんきつ取引
価格実績

円
/
kg

4,369

113.9t 113.9
販売額の10%以上

の増加

販売額の10%以上
の増加

H30 796,943千円 41.2 ha 2,831

施設軟弱
野菜

（水菜、
小松菜
等）

ha

施設野菜産地の形
成の推進

①施設野菜の経営
拡大の取組
②遮光ネットの導
入による周年・計
画生産の取組を推
進することによ
り、販売額10％以
上の増加を実現す
る。

目標

10,769

対象作物

1,988,115

大刀洗町

小松菜
1.100
水菜
1.191
にら
0.773

ホウレン
ソウ
1.000
春菊
0.992

チンゲン
菜

1.048
ラディッ
シュ
0.945

3,289,426千円 107.8H
30

R5

南筑後地
域農業再
生協議会

3,624,472千円

価格 (販売単価)

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

5,028 t

ナス
351

アスパラ
962

トマト
250

R5 1,898,898千円 34 ha

年度

都道府県の評価地域協議会等の評価
達成率
（％）

導入・定着の取
組の実施内容

事業実施前
年度

目標年度

面積

生産コスト

補正係
数年

度

生産量、出荷量、面積

又は処理量

事後評価の検証
方法(※定量的な
検証ができるこ
と。)

又は処理量 又は処理量

生産量、出荷量 年度

出荷量

年
度

面積

生産量又は

302

スマート農業推進
枠

目標の
実現可能性

目標

面積

小松菜
290
水菜
397
にら
547

ホウレン
ソウ
474
春菊
660

チンゲン
菜
334

ラディッ
シュ
1333

7,600

生産量又は 価格 (販売単価)

総出荷量

2,086

総生産量又は

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

面積

実績

年
度

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

出荷量

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状

価格補正後の実
績年

度
生産コスト

備考
現状 目標 実績

生産量、出荷量、 年度 導入・定着の取組の
実施内容

17.25 3,265

年度 価格 (販売単価) 生産コスト

出荷量

haR5 1,912,589千円 35.5

成果目標

面積 生産量又は

―

年
度

面積

単位面積当た
り販売額の
31％以上の増
加

465千円/10a 297

実績

383

総生産量又は

久留米市
北野地域3

久留米市
水田農業
推進協議

会

6,534 211 611千円/10a 270

kg

総出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名

ha

26.6 R5 885,913千円

63.9%

現状

839,134千円 2,190,903

取組内容

成果目標

契約取引量

総出荷量

年度 備考
達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価面積 総生産量又は契約取引量年
度

JAの部会へ入会し
ている者について
は、JAの契約販売
の割合を参照す
る。直売を行って
いる者について
は、契約書等によ
る契約取引数量と
全出荷量の割合よ
り契約割合を算出

する。
産地の契約割合に
ついては、上記割
合を平均し算出す

る。

99.0%

高齢化に伴う離農によ
り、面積が大幅に減少
し、総生産量、契約取引
量ともに目標を下回り、
契約栽培の割合もわずか
に目標に届かなかった。
今後も関係機関との連携
により単収の向上を図
り、面積減による総生産
量の落ち込みを軽減しつ
つ、契約取引量を確保で
きるよう指導を行う。

目標はわずかに未達成
であった。
目標達成に向け、生産
技術指導による収量
増、新規就農者の確保
など、関係機関と連携
し、引き続き支援を行
う。

うきは
市・久
留米市
田主丸
町地区

t 298
円
/
kg

328
円
/
kg

t383
円
/
kg

契約取引量

小松菜
319
水菜
473
にら
423

ホウレンソ
ウ
474
春菊
655

チンゲン菜
350

ラディッ
シュ
1260

小松菜
2,580,849千円

水菜
507,767千円

にら
140,749千円
ホウレンソウ
102,014千円

春菊
150,315千円
チンゲン菜
258,285千円
ラディッシュ
160,491千円

633千円/10a 5,338 320 29.4%

天候の影響により生産量
は減少したが、販売単価
が上昇したことにより、
実績額としては目標を達
成した。しかしながら、
価格補正後の実績額とし
ては達成することができ
なかったため、優良品種
への転換や更なる品質向
上を図ることで、目標達
成を目指す。

販売単価が上昇したもの
の、価格補正の結果、目
標達成には至らなかっ
た。
目標達成に向け、収量増
及び品質向上が課題であ
る。関係機関と連携し、
生産技術指導等、引き続
き支援を行う。

1,870,783千円 86.5%

販売単価は上昇したが、
ナスの作付面積が減少し
たことや、全体的な収量
減により、86.5%の達成率
となった。

作付面積の減少や収量減
により目標未達であっ
た。目標達成に向け、規
模拡大や収量増が課題で
ある。関係機関と連携
し、生産技術指導等、引
き続き支援を行う。

ha

53.8% 16.7 2,992 1,610 63.8% 14.1 2,450 1,564

ナス
382

アスパラガ
ス
1182
トマト
310

ナス
383

アスパラ
ガス
1185
トマト
344

ナス
0.997

アスパラ
ガス
0.997
トマト
0.901

JAの生産、販売実
績より検証
【価格補正根拠】
福岡市中央卸売市
場　ナス、アスパ
ラガス、トマト取
引価格実績

t

ナス
406

アスパラガ
ス

1,017
トマト
301

円
/
kg

目標の
実現可能性

目標は達成した。
さらなる規模拡大や収量
増に向けて、関係機関と
連携し、引き続き支援を
行う。

100.0%

964,259千円

100.0%

12,017.8 t

目標は達成したものの、
作付面積が伸び悩んでい
るため、関係機関と連携
し、規模拡大や新規就農
者確保に向けて引き続き
支援を行う。

小郡市地
域水田農
業推進協
議会

2
小郡市
南部

軟弱野菜
（水菜・
小松菜・
チンゲン
菜・ホウ
レンソウ
等）

施設野菜産地の形
成の推進
①低コスト耐候性
ハウスの導入によ
る土地利用型作物
から施設園芸作物
への作付転換の取
組、規模拡大に伴
う周年・計画生産
の取組
②遮光ネットの導
入による周年・計
画生産の取組

販売額の10%以上
の増加

H30 761,464千円 19.5 ha

うきは
市水田
農業推
進協議
会

3

大玉ト
マト・
ミニト
マト

施設野菜産地の形
成の推進

契約栽培の割
合の10%以上の
増加

282
円
/
kg

面積

R5
kg

2.0%

八女地域
水田農業
推進協議

会

6 八女 菊

低コスト耐候性ハ
ウスの整備により
気象災害に強い産
地形成を推進

販売額の10％
以上の増加

127,407千円 2.18 2,075,778 61.4 184,461千円 2.86 2,904,902 63.5 156,236千円

本事業で整備した低コス
ト耐候性ハウスの工事完
了が遅れたことで作付計
画が遅れ、年度内に予定
していた栽培の回転数が
確保できず生産量が減少
したため、目標が達成で
きなかった。適期栽培の
実行により回転数を確保
し、生産量の増加に取組
み、目標達成を目指す。

目標達成に向け、生産量
を増加させる必要があ
る。生産量の増加には、
回転数の確保が必須であ
るため、適期栽培を呼び
かけるなど、関係機関と
協力を図り目標達成に努
める。

64.8 0.823 128,577千円2.86 2,008,100 77.8 53.3 2.0%


